
大
学
の
研
究
室
か
ら
、
自
治
体
の
先
進
事
例

　
新
興
国
の
躍
進
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
に
伴
い
、
地
球
的
な
視
点
で
環
境
を
守
る
た
め
の
国
際
法
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
堀
口
健
夫
准
教
授
は
、
環
境
保
護
・
持
続
可
能
な

開
発
分
野
の
国
際
法
秩
序
に
関
心
を
持
ち
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
特
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
が
比

較
的
早
く
か
ら
発
展
し
て
き
た
国
際
法
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
欧
州
の
国
際
河
川
法
。
そ
れ
が
１
９
７
０
―

年
代
頃

か
ら
環
境
保
護
を
重
視
す
る
考
え
方
も
加
わ
り
、
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
を
探
る
た
め
、
英
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
客

員
研
究
員
と
し
て
、
英
国
に
滞
在
中
だ
。

国際法の重要性高まる
欧
州
国
際
河
川
法
の
変
化
探
る

堀口健夫氏北海道大学大学院法学研究科准教授

予
防
原
則
が
テ
ー
マ
経
済
的
合
理
性
も
必
要

東
ア
ジ
ア
に
も
目
を
問
わ
れ
る
日
本
の
対
応

　

　

地
球
的
な
視
点
で
環
境
を
守
る
た
め
の
国
際
法
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る

堀
口
北
大
院
准
教
授
が
滞
在
し
て
い
る
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
国
際
法
研
究
所

　
京
都
議
定
書
誕
生
の
地
、
京
都
―
。
京
都
市
は
２
０

０
９
年
１
月
に
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
認
定
を
受
け
、
環

境
対
策
を
進
め
て
い
る
。
同
年
３
月
に
は
行
動
計
画
を

策
定
し
、
公
共
交
通
中
心
の
街
づ
く
り
を
進
め
る
「
歩

く
ま
ち
・
京
都
」
戦
略
、
「
木
の
文
化
を
大
切
に
す
る

ま
ち
・
京
都
」
戦
略
、
「

Ｄ
Ｏ
　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
　
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
？
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
と
技
術
革
新
」
の

三
つ
を
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
活
動
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
現
在
は
行
動
計
画
の
活
動
以
外
に
も
取

り
組
み
対
象
を
広
げ
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
存
在

感
を
示
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
の
計
画
作
り
に
も
着

手

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
会

　

　

電
気
バ
ス
導
入
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、

年
２
月

日
か
ら

日
ま
で
三
菱
重
工
業
と
共
同
で
実
証
実
験
を
実
施

京都、環境モデル都市で存在感
公
共
交
通
転
換
を
促
進
市
民
意
識
の
変
革
図
る

温
暖
化
対
策
条
例
を
改
正
事
業
者
意
識
も
向
上

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 　　

　
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
、
「
歩
く
ま
ち
・
京

都
」
戦
略
で
は
自
動
車
か
ら

公
共
交
通
へ
の
転
換
を
進
め

る
た
め
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

を
実
施
し
た
り
、
自
転
車
を

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
駐
輪

場
を
整
備
し
た
り
、
駐
輪
場

地
図
を
作
製
し
た
り
し
て
き

た
。
ま
た
、
市
民
な
ど
京
都

市
に
関
わ
る
人
々
共
通
の
理

念
や
指
針
と
し
て
「
歩
く
ま

ち
・
京
都
」
憲
章
も
設
け

た
。
歩
い
て
楽
し
い
暮
ら
し

を
大
切
に
す
る
、
誰
も
が
歩

い
て
出
か
け
た
く
な
る
道
路

や
公
共
交
通
を
整
え
る
と
い

っ
た
決
意
が
表
明
さ
れ
て
お

り
、
同
憲
章
を
通
じ
て
市
民

意
識
の
変
革
を
図
る
。

　
ま
た
公
共
交
通
へ
の
転
換

を
進
め
る
と
同
時
に
、
公
共

交
通
や
自
動
車
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
も
推
進
。
電
気
自
動

車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の

普
及
を
目
指
し
て
充
電
設
備

の
整
備
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、

年
度
に
は
電
気
バ
ス

の
導
入
を
目
指
す
。
電
気
バ

ス
導
入
へ
の
第
一
歩
と
し

て
、

年
２
月

日
か
ら

日
ま
で
三
菱
重
工
業
と
共
同

で
実
証
実
験
を
実
施
。
電
気

バ
ス
を
営
業
運
行
に
近
い
条

件
で
市
内
循
環
ル
ー
ト
を
走

行
さ
せ
、
試
乗
モ
ニ
タ
ー
に

乗
り
心
地
な
ど
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
導
入

に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
、
着
実
に
歩
を
進
め
て
い

る
。

　
京
都
市
は
昨
年

月
に
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
構

築
を
目
指
す
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
た
。
「
京
都
市
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ

ス
テ
ム
研
究
会
」
を
発
足
さ

せ
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
事
業
の
計
画
作
り
に
着

手
し
た
。
同
研
究
会
で
は
、

京
都
市
都
心
部
の
「
職
住
共

存
地
域
」
、
企
業
集
積
地
を

目
指
す
京
都
市
南
部
エ
リ
ア

「
ら
く
な
ん
進
都
」
、
寺
社

や
動
物
園
な
ど
が
集
積
す
る

文
化
観
光
地
「
岡
崎
地
域
」

と
い
う
三
つ
の
地
域
ご
と
に

分
科
会
を
設
け
、
地
域
特
性

に
合
っ
た
実
験
計
画
を
策
定

中
だ
。

　
メ
ン
バ
ー
は
関
西
電
力
や

大
阪
ガ
ス
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
系
企
業
や
、
京
セ
ラ
、
オ

ム
ロ
ン
、
ニ
チ
コ
ン
、
日
新

電
機
と
い
っ
た
京
都
企
業
な

ど
で
構
成
。
ま
た
京
都
市
役

所
職
員
も
各
部
署
か
ら
参
加

し
、
全
庁
体
制
で
取
り
組

む
。

　
大
島
仁
京
都
市
地
球
環
境

政
策
監
は
「
部
長
ク
ラ
ス
な

ど
各
社
権
限
を
持
っ
た
人
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
実
現

す
る
の
に
必
要
な
メ
ン
バ
ー

を
そ
ろ
え
た
。
研
究
会
に
は

な
る
べ
く
代
理
を
立
て
ず
、

メ
ン
バ
ー
本
人
に
出
席
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
、
研
究
会
へ
の
意
気
込
み

を
示
す
。
同
研
究
会
を
京
都

市
と
と
も
に
支
え
る
京
都
高

度
技
術
研
究
所
の
白
須
正
専

務
理
事
も
「
行
政
や
市
民
生

活
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
を
目
指

す
」
と
、
力
を
込
め
る
。

　
国
際
法
は
国
家
間
の
ル
ー

ル
。
環
境
保
護
に
関
す
る
国

際
法
が
「
予
防
原
則
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ
を

重
要
原
則
と
し
て
議
論
し
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
た
」
と

堀
口
准
教
授
。
予
防
原
則
は

科
学
的
な
因
果
関
係
が
よ
く

分
か
ら
な
い
こ
と
を
、
対
策

を
実
行
し
な
い
理
由
に
す
る

こ
と
を
否
定
す
る
考
え
方

だ
。
「
予
防
原
則
を
極
端
に

適
用
す
る
の
で
な
く
、
柔
軟

に
考
え
、
経
済
的
合
理
性
も

考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

指
摘
。
研
究
を
通
し
て
「
国

際
社
会
に
柔
軟
性
を
備
え
た

予
防
原
則
の
考
え
方
が
徐
々

に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
。

　
欧
州
の
国
際
河
川
法
は

世
紀
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た

制
度
。
河
川
が
多
国
間
を
流

れ
る
欧
州
で
は
、
最
初
は
船

の
航
行
を
調
整
す
る
の
が
主

な
役
割
だ
っ
た
。

世
紀
に

入
り
、
か
ん
が
い
や
産
業
へ

の
活
用
も
加
わ
っ
た
。
欧
州

の
国
際
河
川
に
は

衡
平
利

用

の
原
則
が
あ
り
、
各
国

間
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
利

用
を
し
て
き
た
と
い
う
。

　
こ
れ
に
環
境
保
護
、
生
態

系
保
全
も
盛
り
込
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
国
際
河
川
法
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た

か
が
研
究
の
テ
ー
マ
。
「
世

界
で
は
隣
国
間
な
ど
、
地
域

レ
ベ
ル
で
の
制
度
整
備
の
必

要
性
が
増
し
て
い
る
。
そ
の

手
が
か
り
が
欧
州
に
あ
り
、

欧
州
の
蓄
積
を
東
ア
ジ
ア
に

も
生
か
せ
る
」
と
み
て
い

る
。

　
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
を
流
れ
る

ド
ナ
ウ
川
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
を
流
れ

る
ラ
イ
ン
川
が
研
究
対
象
。

「
こ
れ
ら
の
国
際
河
川
で
環

境
保
護
を
反
映
さ
せ
た
国
際

法
が
う
ま
く
運
用
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ど
ん
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き

た
い
」
と
語
る
。

　
日
本
に
目
を
転
じ
る
と
漂

流
ゴ
ミ
、
工
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
汚
染
物
質
の
浮
遊
な

ど
、
一
国
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ

り
、
海
洋
資
源
の
利
用
に
も

環
境
の
視
点
が
入
り
込
ん
で

き
て
い
る
。
だ
が
「
日
本
は

島
国
だ
け
に
、
東
ア
ジ
ア
で

の
制
度
づ
く
り
へ
の
対
応
が

十
分
で
は
な
い
」
と
い
う
。

「
日
本
は
国
際
法
を
比
較
的

よ
く
守
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
不
十
分
と
強
調
。

「
環
境
保
護
は
各
国
共
通
の

課
題
と
は
い
え
、
ル
ー
ル
づ

く
り
の
場
は
国
益
が
せ
め
ぎ

合
う
。
い
か
に
不
利
益
を
被

ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
と
い

う
視
点
も
持
ち
つ
つ
、
ル
ー

ル
形
成
に
戦
略
的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と

指
摘
す
る
。こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
例
え
ば
越
境
汚
染

な
ど
、
何
か
が
起
き
た
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
大
切
な
こ
と
だ
。

　
世
界
的
に
見
れ
ば
、
人
口

の
増
加
や
発
展
途
上
国
の
成

長
な
ど
を
背
景
に
、
例
え
ば

地
球
温
暖
化
問
題
の
本
質
と

も
い
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め

ぐ
る
問
題
や
、
水
な
ど
の
資

源
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い

て
、
持
続
的
な
利
用
に
向
け

た
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。

　
堀
口
准
教
授
は
「
日
本
企

業
の
優
れ
た
技
術
な
ど
を
生

か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
海
外
に

お
い
て
展
開
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
も

あ
り
、
そ
う
し
た
方
向
に
向

け
て
官
民
一
体
と
な
っ
て
力

強
く
推
し
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
環
境
問
題
解

決
へ
の
日
本
の
貢
献
に
も
つ

な
が
る
」
と
の
認
識
を
示

す
。
環
境
問
題
は
厳
し
い
国

際
法
だ
け
で
解
決
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
経
済
活
動
と

両
立
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
も
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　
現
在
は
地
球
温
暖
化
分
野

の
み
な
ら
ず
、
生
物
多
様
性

保
全
、
海
洋
汚
染
防
止
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
環
境

条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る

が
、
「
そ
う
し
た
制
度
を
制

約
と
し
て
単
に
受
け
身
的
に

捉
え
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
発
想
も

必
要
」
と
強
調
。
企
業
が
チ

ャ
ン
ス
を
見
つ
け
出
す
に
は

「
国
際
的
な
制
度
の
動
向
に

日
頃
か
ら
目
配
り
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
心
構
え
を
説

く
。

　
こ
う
し
た
京
都
市
の
幅
広

い
取
り
組
み
の
目
標
や
そ
れ

に
伴
う
規
制
を
定
め
る
の

が
、
地
球
温
暖
化
対
策
条
例

だ
。
京
都
市
は
同
条
例
を
全

面
的
に
改
正
し
、

年
４
月

か
ら
施
行
す
る
。

　

年
に
全
国
で
初
め
て
地

球
温
暖
化
対
策
条
例
を
制
定

し
、

年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
を

年
比

％
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。

市
で
は
毎
年
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
燃
料
使
用
量
や

市
内
太
陽
光
発
電
量
か
ら
算

出
し
、
公
表
し
て
い
る
。

年
の
排
出
量
は
６
８
２
万

で

年
比

６
％
減
と
な

り
、条
例
の
目
標
は

年
時

点
に
お
い
て
は
達
成
と
な
っ

た
。
改
正
後
の
条
例
で
は

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を

年
比

％
削
減
、

年
ま
で
に
同

％
削
減
を

目
標
数
値
と
し
て
盛
り
込

む
。

　
ま
た
、
従
来
の
条
例
で
は

年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

が
多
い
大
規
模
事
業
者
や
大

規
模
運
輸
事
業
者
と
い
っ
た

特
定
事
業
者
を
対
象
に
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
公
表

や
、
排
出
量
削
減
計
画
と
報

告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て

い
た
。
改
正
後
は
そ
れ
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
取
り
組

み
の
結
果
に
つ
い
て
は
評
価

を
行
い
、
低
評
価
の
事
業
者

に
は
追
加
削
減
対
策
を
指
導

す
る
方
針
だ
。
そ
れ
に
加
え

て
特
定
事
業
者
に
は
、
エ
コ

カ
ー
を
一
定
の
割
合
で
導
入

す
る
こ
と
も
義
務
付
け
る
。

条
例
改
正
前
に
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
「
特
定
事
業
者

側
も
前
向
き
」

京
都
市
地

球
温
暖
化
対
策
室

と
の
感

触
を
得
て
お
り
、
事
業
者
側

の
環
境
へ
の
意
識
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。


